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会 議 の 要 旨 

会議の名称 第５回川越市介護保険事業計画等推進委員会 

開催日時 平成２５年８月２２日（木） 午後２時 開会 ・ 午後４時 閉会 

開催場所 総合保健センター研修室（３階） 

議長氏名 委員長 齊藤 正身   

出席委員氏名 

山根委員、荻窪委員、関口委員、若海委員、近藤委員、矢部委員 

橋本委員、長峰委員、荻野委員、矢澤委員、芝波田委員、米原委員 

原委員、長田委員、小林委員、矢代委員、横田委員 

欠席委員氏名 川口委員、宮山委員、小野寺委員、向坂委員 

事務局職員氏名 

栗原福祉部長 

福祉推進課：吉敷参事 

高齢者いきがい課：岡村参事、宮下副課長、佐藤主幹、関根主任 

冨岡主任  

健康づくり支援課：大野参事、佐藤主任 

介護保険課：佐藤副部長、久津間副課長、藪野主査、鍛治主査、太田主査 

金田主任、正田主事、渋谷主事補 

会議次第 １開会 ２あいさつ ３報告事項 ５その他 ６事務連絡 ７閉会 

配布資料 

１ 次第 

２ 第４回川越市介護保険事業計画等推進委員会の要旨…（資料１） 

３ 高齢者福祉事業（一般会計）について…（資料２－１）当日差替え 

４ 福祉サービスの概要（一般会計分）…（資料２－２）当日差替え 

５ 川越市介護保険事業特別会計決算額（平成２３年度～平成２４年度）

及び予算額（平成２５年度）…（資料２－３） 

６ 各サービスの保険給付費の決算額の推移…（資料２－４） 

７ 地域支援事業の概要（特別会計分）…（資料２－５）当日差替え 

８ 第５期介護保険事業計画サービス基盤の整備目標と実績 

…（資料２―６）当日差替え 

９ 厚生労働省が示す日常生活圏域ニーズ調査に係る調査票事例の変更点

について…（資料３－１） 

10 新旧対照表…（資料３－２） 

11 日常生活圏域ニーズ調査 調査票案…（資料３－３） 

12 保健・福祉等実態調査 調査票案…（資料３－４） 

13 日常生活圏域の見直しについて…（資料４）当日差替え 

14 川越市地域福祉計画 地区別福祉プラン…（資料４－１）当日配布 

15 日常生活圏域見直しに係る他市照会の回答状況について 

…（資料４－２）当日配布 

16 社会保障制度改革国民会議報告書…（参考資料） 

17 社会保障制度改革推進法第 4条の規定に基づく「法制上の措置」の骨

子について…（参考資料２） 

18 介護支援ボランティア制度について…（参考資料３） 
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議事の経過 

 

１ 開会 

２ あいさつ 

   委員長による開会のあいさつ。 

 

３ 報告事項  

（１）第４回川越市介護保険事業計画等推進委員会について 

   事務局より、資料１を用いて、第４回介護保険事業計画等推進委員会の開催内容につい

て報告。 

 

（２）平成２４年度高齢者福祉事業及び介護保険事業について 

   事務局より、資料２－１～２－５を用いて、決算の状況等について報告。 

 ・定期巡回随時対応型訪問介護看護を行う事業者を募るために説明会等を行う等、周知活動 

を行っているか。待ってるだけではだめだと思う。 

   説明会等は現在行っておりません。しかし、埼玉県は平成２８年度までに各市町村に 

  １事業所ずつ整備する目標を立てているようです。市としても、当サービスを整備したい 

  と思っておりますので、当サービスを行いたいという事業者がいれば、埼玉県にも実態を 

  聞きながら、事業者に説明していく中で 、積極的に動いていければと考えております。 

 

 ・定期巡回随時対応型訪問介護・看護に関して、他の自治体でどのように運営されているか 

を調査する必要があると思う。 

 

５ 議事 

（１）日常生活圏域ニーズ調査について 

   事務局より、資料３－１～３－４を用いて説明。 

 ・「どういったボランティアをやりたいか」という質問を入れていった方がいいと思う。 

   調査票の中には、厚労省より項目を変えないよう通達が出ている部分もあるが、それ以 

外の部分で、表現を検討してみたいと思います。 

 

 ・事務局案を承認してよいか。 

  （一同承認） 

 

（２）日常生活圏域の見直しについて 

   事務局より、資料４、資料４－１、資料４－２を用いて説明。 

 ・見直しを行わなければならない状況なのか。 

   現在 1圏域に一つずつの地域包括支援センターがございますが、地域包括支援センター 

の職員にヒアリングを行った中で、現在の圏域の組み合わせは、本庁管内と出張所管内が 

一緒になっているところがあり、ネットワークを築いたりすることが難しいと伺っていま 

す。また、市民の感覚的な部分と、面積的な部分で違いがあるとのご意見をいただいてい 
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ます。第８圏域は、鉄道によって分断されている状況もあるかと思います。  

・社協は地域福祉を推進する事業所であり、地区社協単位で民生委員も動いていただいてい 

る。住民にとっては圏域の区分けは非常にわかりにくいものだと思う。道路や、川、鉄道 

で分断されているとはいえ、地区社協の単位を無視するのは難しいと思う。 

 

  

・見直しを進めるなら、具体的に市民から寄せられている問題点を示してほしい。 

 何が課題なのか具体例を示していただきたい。 

    

・２２の地区社協の単位を分断するわけではないということでよいか。２２の支会の組み合

わせの問題ということでよいか。 

   お見込みの通りです。 

  

 ・今後の委員会で具体的な提案をしてもらいたいと思う。 

 

５ その他 

（１）「社会保障制度改革国民会議報告書」について 

   事務局より参考資料１～３を用いて説明 

 

６ 事務連絡 

 ・次回委員会は１１月の開催を予定しております。詳細は、決定次第通知いたします。 

  

 ・先進地への視察を考えております。時期は、可能であれば１０月を考えております。 

  視察の開催を計画してよろしいか伺います。 

 

  （一同承認） 

 

７ 閉会 

 


